
  

 

 

 朝晩は、寒いですが､日中は過ごしやすい気候の中、体育館で全

校生徒が集まり始業式を行い、３学期がスタートしました。 

 

【校長式辞】 

令和５年度の３学期が始まります。３学期はまとめと準備の学

期となります。１・２年生はそれぞれ次の学年への進級に向けて、

自らの成長を確認し、足らない部分はこの３ヶ月間で補う必要が

あります。進級とはただ単なる時間の経過ではなく、確かな成長の証でなくてはならない

からです。３年生は、中学校生活最後の学期となります。義務教育のうちに身につけてお

いて欲しいことがあります。学力や体力もそうですが、礼儀やマナーもそのひとつです。

つまり２学期の終業式で話した社会性です。少しでも多く、社会に出て通用する力（社会

性）を身につけるよう努力してください。 

さて、社会の中で生きていくということは、何らかの役割を担うということです。だか

ら、誰しも、人生を通して、社会に対して何らかの形で貢献すべきなのです。「社会の中

で生きる」というと、社会人向けの話に聞こえますが、皆さんにも身近な話になります。 

具体的には、家族といった集団があります。学級や部活動、生徒会といった集団がありま

す。このような集団も立派な社会になります。このような集団に属し、生活していく上で、

その集団の維持や向上のために「自分に何ができるか」を考えることが、必要だというこ

となのです。どの集団においてもきっとみなさん一人ひとりに「役割」があるはずです。

例えば、家族の中の役割は、明確で意識できているでしょうか。学校での当番活動、係活

動、委員会活動は、その役割を明確にした例なので、わかりやすいかもしれません。 

そして、ボランティア活動も同じです。昨年は、お田植え祭、右田地区文化祭、右田地

区介護者訪問等でたくさんの生徒がボランティアとして協力してくれました。これも｢自分

に何ができるか｣考える経験になったと思います。今後は、部活動でのボランティアへの参

加ではなく、生徒のみなさん一人ひとりの意思での参加になります。積極的に参加をして

ください。 

最後に右田中学校も生徒の皆さんの力で私がきた３年前より大きく変化してきました。

でも、これで完成ではありません。まだまだ変化することが必要です。その変化の一つが

生徒主体です。昨年の生徒会役員の皆さんがその流れをつくってくれました。今年は、そ

の流れが確実なものになるよう、より一層、皆さんで取り組んでほ

しいと思います。もちろんわれわれ教職員も一緒に頑張ります。 

 ２０２４年が生徒のみなさん及び右田中学校にとってよい年で

ありますよう祈念して私の話とします。 
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 【生徒会役員】 

役職 氏  名 年 組 

会長 大本 菜都 ２年２組 

副会長 町田  秀 ２年３組 

〃 田中 杏菜 ２年２組 

書記長 大井 つばさ ２年２組 

書記 金重 成真 ２年１組 

〃 柴田 蒼生 １年１組 

会計 山中 緋奈乃 ２年２組 

〃 梅田 咲希 １年３組 

 

【専門委員長】 

役職 氏  名 年 組 

総務 
植垰 莉人 ２年４組 

富永 咲愛 ２年１組 

生活 
藤田 唯乎 ２年２組 

出穗 日南乃 ２年１組 

学習 
上山 希美 ２年１組 

古川 奏 ２年２組 

広報 
内藤 羽琉 ２年１組 

髙菅 紗椰 ２年３組 

厚生 
廣澤 諒 ２年３組 

内山 稚裕 ２年３組 

保健 
田中 響 ２年２組 

大内  蓮 ２年４組 

 

 

 

 令和６年能登半島地震で被災された皆さま並びにご家

族の皆さまに心よりお見舞い申し上げます。 

 右田中学校では、生徒会が中心となって能登半島地震に

係る募金活動を行いました。多くの生徒・保護者・教職員

が協力し、総額６２，４１９円集まり、１月２５日（木）

に郵便局から日本赤十字に送金しました。 

 

 

新生徒会誕生 

 

能登半島地震に係る募金活動をしました 

 

https://www.irasutoya.com/2016/02/blog-post_996.html
https://www.irasutoya.com/2019/11/blog-post_90.html

